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▲あいさつする二村東三ブロック長

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は
平
成

十
二
年
一
月
十
六
日
（
日
）
東
三

ブ
ロ
ッ
ク
担
当
に
よ
り
蒲
郡
市
の

ホ
テ
ル
「
竹
島
」
に
て
、
来
賓
二

十
三
名
、
組
合
員
一
七
六
名
、
計

百
九
九
名
も
の
ご
出
席
を
賜
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
よ
り
受
け
付
け
十

二
時
開
宴
、
近
藤
泰
則
氏
の
司
会

で
始
ま
り
、
居
平
義
和
氏
が
開
会

の
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

二
村
豊
東
三
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
歓

迎
の
挨
拶
を
さ
れ
、
好
不
況
の
波

は
十
年
周
期
だ
と
す
れ
ば
二
○
○

２

２○○○年

歓識ﾛ県板金ｴ業組合新年篭親芸迎

１

霞
〃

■

韻誇11雲霞昌一

で
親
睦
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
皆

様
か
ら
「
良
か
っ
た
よ
」
「
東
三

も
や
る
ネ
」
等
、
お
褒
め
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
々
不

手
際
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
二
村
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
じ
め
組

合
員
に
な
り
か
わ
り
ま
し
て
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
こ

そ
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
、
来
年

担
当
さ
れ
ま
す
知
多
ブ
ロ
ッ
ク
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
終
了
と
し
ま

す
。
時
間
の
都
合
で
ご
挨
拶
い
た
だ

け
ま
せ
ん
で
し
た
来
賓
の
皆
様
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

事
務
局
長
青
木
信
孝
氏

＊
職
業
訓
練
法
人
岡
崎
工
学
院

理
事
長
山
本
清
氏

＊
愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

会
長
羽
柴
弘
和
氏

＊
㈱
淀
川
製
鋼
小
野
雅
夫
氏

＊
大
同
鋼
板
㈱
西
久
保
博
明
氏

＊
松
下
電
工
㈱
河
田
敏
博
氏

＊
積
水
化
学
工
業
㈱白
井
恒
男
氏

＊
㈱
一
一
ツ
パ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

広
瀬
勝
治
氏

＊
マ
ル
サ
ン
金
属
建
材
㈱

鈴
木
唐
氏

＊
㈱
イ
リ
ノ
入
野
道
宏
氏

＊
愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会

会
長
伊
藤
嘉
邦
氏

副
会
長
加
藤
芳
文
氏

会
計
細
野
修
氏

渉
外
委
員
長
内
田
哲
史
氏

東
三
吉
田

て
い
ま
す
。

お
申
込
は
、
各
支
部
長
へ
参
加

費
を
添
え
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

今
参
加
費
３
８
，
０
０
０
円

（
大
会
参
加
費
含
む
）

令
申
込
締
切
平
成
ｎ
年
２
月
末
日

第
駆
回
全
国
建
築
板
金
業
者
神
奈
川
大
会

○
年
は
ま
さ
に
好
景
気
の
年
、
ミ

レ
ー
ー
ア
ム
リ
ベ
ン
ジ
経
済
と
銘

打
っ
て
フ
ォ
ロ
ー
の
風
を
期
待
し

た
い
と
歓
迎
の
言
葉
と
さ
れ
た
。

村
上
理
事
長
は
、
休
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
れ

た
お
礼
と
、
長
引
く
不
況
に
政
府

は
十
八
兆
円
の
景
気
浮
揚
対
策
を

出
し
た
が
昨
年
に
続
き
今
年
も
不

安
な
年
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

自
助
努
力
し
て
自
分
の
城
は
自
分

で
守
り
、
乗
り
切
る
し
か
な
い
と

ご
挨
拶
さ
れ
、
懇
親
会
を
設
営
し

た
東
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
対
し
謝
意
の
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愛

大
会
は
、
平
成
岨
年
６
月
９
日

閏
「
国
立
横
浜
国
際
会
議
場
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

愛
知
県
板
は
左
記
の
行
程
で
組

合
員
の
皆
様
と
参
加
し
た
い
と
準

備
し
ま
し
た
。
多
数
の
参
加
を
願
っ

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
田
愛
知
県
知
事
の
祝
辞
の
な

か
で
経
済
は
緩
や
か
な
が
ら
上
向

い
て
る
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
中

小
企
業
の
方
が
、
持
ち
前
の
機
動

力
や
柔
軟
性
を
発
揮
し
、
時
代
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
な
に
よ

り
も
重
要
で
す
と
愛
知
県
商
工
部

機
械
繊
維
産
業
課
伊
奈
課
長
が
代

読
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
選
出
で
衆
議
院
議
員
浅
野

勝
人
氏
の
ご
挨
拶
で
、
板
金
組
合

の
よ
う
に
二
代
三
代
と
続
く
技
術

者
集
団
は
余
人
を
も
っ
て
代
え
難

く
、
敬
意
を
表
し
た
い
。
政
治
家

と
し
て
は
個
人
が
喜
ん
で
住
宅
を

建
て
た
く
な
る
よ
う
な
税
制
対
策

を
自
覚
し
て
い
る
。

前
衆
議
院
片
岡
武
司
氏
、
愛
知

県
議
会
議
員
松
山
登
氏
、
同
議
員

杉
田
元
司
氏
、
前
同
議
員
山
本
明

彦
氏
、
少
し
遅
れ
ら
れ
た
が
豊
橋

市
の
早
川
勝
市
長
か
ら
も
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
鋤
板
㈱
名
古
屋
支
店
支
店

長
武
田
靖
彦
氏
の
乾
杯
で
開
宴
、

日
本
髪
の
艶
や
か
な
芸
者
衆
と

ギ
ャ
ル
風
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
嬢
、
和

洋
折
衷
の
入
場
に
よ
り
華
や
ぎ
、

彼
女
ら
の
笑
顔
の
接
待
に
よ
る
和

や
か
な
宴
で
し
た
。
男
に
と
っ
て

心
惹
か
れ
る
日
本
髪
っ
て
何
で

し
ょ
う
ね
。
舞
台
の
踊
り
の
写
真

を
注
文
し
た
と
こ
ろ
「
踊
り
よ
り

貴
方
の
側
に
い
た
い
の
よ
」
と
サ

ラ
リ
と
か
わ
さ
れ
た
。

宴
の
二
時
間
は
ア
ッ
と
い
う
間

に
す
ぎ
、
愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋

会
会
長
の
伊
藤
嘉
邦
氏
の
中
締
め

日次 日(曜）

6／９

勘

6／1０
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愛第３４６号 板 平成１２年２月１５日（２）

祈
願
祭
終
了
後
連
合
会
の
支
部

長
会
を
兼
ね
て
食
事
会
を
行
う
。

東
門
に
あ
っ
た
ウ
ナ
ギ
の
食
事

処
「
蓬
莱
軒
」
が
新
装
し
て
南
門

前
に
移
転
し
て
一
度
こ
こ
で
食
事

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
毎
年

時
間
が
十
二
時
に
な
る
こ
と
で
予

約
を
入
れ
て
も
断
ら
れ
て
い
た
。

や
む
な
く
少
し
遠
く
の
本
店
ま
で

歩
い
て
い
っ
て
い
た
が
、
今
年
は

祈
願
が
三
十
分
早
ま
っ
た
の
で
蓬

莱
軒
南
門
店
で
の
昼
食
も
予
約
を

と
る
こ
と
が
出
来
た
。

結
果
は
昼
食
時
間
で
多
く
の
人

が
訪
れ
て
満
席
の
中
で
ゆ
っ
た
り

食
事
を
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
あ

わ
た
だ
し
い
中
で
の
支
部
長
会
と

昼
食
会
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
お
詫
び
し
て
反
省
し
て
い
る
。

名
古
屋
板
金
連
合
会

会
長
鷲
見
牧

…
…

国
民
年
金
基
金
は
、
本
体
の
国

民
年
金
と
同
じ
く
５
年
ご
と
に
財

政
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
財
政
再
計
算
に

基
づ
い
て
、
平
成
皿
年
４
月
か
ら

新
規
加
入
者
の
掛
金
の
引
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
掛
金
の
引
上
げ
は
既
に
加

入
し
て
い
る
方
々
は
適
用
さ
れ
ず
、

現
在
の
掛
金
の
ま
畠
で
納
付
し
て

…圃雪調麺箇秒鱈謹史
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一
一
一

七
宇
凹
■

岸
貞
旧

を
三
十
分
早
め
て
ほ
し
い
と
神
宮

側
か
ら
依
頼
さ
れ
十
時
三
十
分
か

ら
の
ご
祈
祷
と
な
っ
た
。

九
時
か
ら
始
ま
る
祈
願
祭
で
百

五
十
人
ほ
ど
入
れ
る
神
楽
殿
が
満

席
で
希
望
す
る
時
間
に
は
ご
祈
祷

が
し
て
い
た
だ
け
な
い
の
で
あ
る
。

昨
年
ま
で
は
何
年
間
も
十
一
時
で

安
全
祈
願
を
お
願
い
し
て
き
た
が

年
々
祈
願
に
訪
れ
る
人
や
団
体
が

増
え
て
き
て
い
る
の
は
参
拝
し
て

い
て
も
良
く
分
か
る
。

今
年
は
二
千
年
の
節
目
と
重
な

り
土
曜
日
で
あ
っ
た
こ
と
で
結
婚

式
も
多
く
あ
り
人
出
も
多
か
っ
た
。

昌全超より「
今
が
加
入
の
チ
ャ
ン
ス
」

割
程
度
の
参
加
事
業
所
数
で
す
が
、

組
合
の
中
の
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て

大
き
な
存
在
に
な
る
様
に
思
い
ま

す
。
組
合
が
組
合
員
個
々
の
た
め
に

何
が
出
来
る
の
か
？
ミ
レ
ニ
ア

ム
に
ふ
さ
わ
し
い
、
岡
板
の
模
索

の
始
ま
り
で
あ
る
。

岡
崎
中
西

熱
田
神
宮
蕊
悪
成
十
一

岡
崎
板
金
工
業
組
合
の
模
索

～
仕
事
確
保
支
援
事
業
～

い
た
だ
き
、
引
上
げ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
ま
だ
国
民

年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
々
に
対
し
て
、
平
成
廻
年
３
月

末
ま
で
の
、
な
る
べ
く
早
い
時
期

に
加
入
さ
れ
る
事
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

現
在
の
掛
金
は
連
用
予
定
利
率

を
四
・
七
五
％
と
し
て
決
め
ら
れ

し
ま
す
。

◎
自
営
業
な
ど
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
て
い
る
方
が
加
入
で
き

る
制
度
で
す
。
（
如
才
～
帥
才
未

満
）
◎
年
金
受
取
額
２
．
２
倍
以
上

◎
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

◎
年
間
知
万
円
の
ゴ
ー
ル
ド
年
金

プ
ラ
ン
も
可
能
で
す
。
（
国
民

年
金
に
プ
ラ
ス
し
て
ご
夫
婦
が

加
入
さ
れ
た
例
で
す
）

◎
加
入
申
込
・
照
会
は

全
国
板
金
業
国
民
年
金
基
金

〒
皿
１
ｍ
東
京
都
港
区
三
田

１
１
３
１
訂
板
金
会
館
６
Ｆ

電
話
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ャ
ル

０
１
２
０
Ｉ
３
４
－
１
１
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
３
Ｉ
５
４
４
３
ｌ
６
０
４
５

◎
愛
県
板
事
務
局
へ
の
照
会
は

電
話
０
５
２
１
７
３
２
１
１
２

２
６
へ

厚
生
委
員
会

名
古
屋
板
金
連
合
会
で
は
正
月

の
八
日
に
熱
田
神
宮
で
組
合
員
の

安
全
と
商
売
繁
盛
を
願
い
新
年
安

全
祈
願
祭
を
行
っ
た
。

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
と
県

板
か
ら
村
上
理
事
長
と
吉
田
専
務

に
も
ご
出
席
を
お
願
い
し
て
本
殿

前
に
揃
っ
て
参
拝
。
神
楽
殿
で
組

合
員
の
安
全
と
商
売
繁
盛
の
祈
願

を
ご
祈
祷
し
て
お
神
楽
を
奉
納
し

た
。
例
年
行
っ
て
い
る
行
事
で
あ

る
が
、
不
況
で
あ
る
た
め
か
神
頼

み
を
す
る
人
が
多
く
十
一
月
に
予

約
を
し
た
の
だ
が
十
一
時
の
ご
祈

祷
が
定
員
を
上
回
っ
て
い
て
時
間

L理JL雲覗堅旦塞倶蕊聖垂聖』

て
い
ま
す
が
、

引
上
げ
は
四
％

と
し
て
設
定
さ

れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の

財
政
再
計
算
に

お
い
て
、
帥
才

か
ら
の
平
均
余

命
が
男
女
間
の

格
差
が
拡
大
し

て
お
り
、
今
後

も
そ
の
傾
向
が

確
か
な
安
心
、
ゆ
と
り
の
老
後

ミ
レ
ー
ー
ァ
ム
の
一
年
が
始
ま
っ
た
。

昨
年
来
続
い
て
い
る
業
界
の
不
振

は
、
今
も
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る

様
で
あ
る
。

岡
板
で
は
、
昨
年
の
４
月
、
組

合
長
の
号
令
の
も
と
、
「
仕
事
確

保
支
援
事
業
」
と
名
付
け
て
、
新

た
な
集
ま
り
を
作
っ
て
い
る
。
メ

ン
バ
ー
は
現
在
明
事
業
所
。
昨
年

６
月
よ
り
本
格
的
に
動
き
だ
し
た
。

司
令
塔
は
㈱
共
立
の
石
原
氏
。
各

続
く
と
み
ら
れ
、
男
女
別
の
掛
金

（
女
性
の
引
上
げ
額
が
大
き
い
）

と
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
特
に

女
性
の
方
は
改
正
前
の
ご
加
入
が

有
利
に
な
り
ま
す
。

今
の
経
済
状
況
で
は
、
引
上
げ

後
の
四
％
に
な
っ
て
も
金
融
機
関

で
の
運
用
と
比
べ
て
十
分
に
有
利

な
条
件
で
す
が
、
四
年
３
月
末
ま

で
の
、
更
に
お
得
な
期
間
中
に
ご

加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
い
た

一
年
一
月
八
日

事
業
所
が
仕
事
が
重
な
っ
た
と
き
、

又
は
、
仕
事
が
切
れ
た
と
き
、
司

令
塔
に
連
絡
を
す
る
、
司
令
塔
は

メ
ン
バ
ー
全
員
に
内
容
を
連
絡
す

る
の
で
あ
る
。
あ
と
は
事
業
所
と

事
業
所
と
の
話
し
合
い
に
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
か
っ
て
仲
間
同
志
だ

け
で
行
な
っ
て
い
た
、
仕
事
上
の

行
き
来
を
、
間
口
を
広
げ
、
組
合

と
い
う
組
織
の
中
で
立
ち
上
げ
た

も
の
で
す
。
現
在
は
、
組
合
の
３
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平
成
十
二
年
一
月
九
日
（
日
）

豊
橋
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
て
第

二
十
一
回
青
年
部
技
能
競
技
大
会

（
東
三
支
部
担
当
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ご
来
賓
に
村
上
理
事
長
、
東
三

ブ
ロ
ッ
ク
長
二
村
様
、
青
年
部
担

当
高
橋
様
を
迎
え
、
建
築
技
術
の

部
（
施
工
図
）
４
名
、
技
能
競
技

の
部
（
バ
ケ
ツ
）
８
名
の
選
手
が
、

午
前
九
時
三
十
分
、
始
め
、
の
合

図
で
競
技
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。
各
選
手
と
も
正
月
返
上
で
練
習

し
て
き
た
の
で
手
際
良
く
作
業
を

し
て
、
終
了
、
の
合
図
で
は
す
ば

¥零撚f鯵Y鴨･~鰯 郡浄散 恕唱哨潮

と
に
し
た
ｃ
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
さ
れ
る
方
に
と
っ
て

は
電
子
ブ
ッ
ク
に
興
味
を
持
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

後
新
役
の
交
代
発
表
、
ま
た
今
年

は
支
部
の
親
睦
旅
行
な
の
で
横
浜

の
全
板
大
会
を
兼
ね
て
行
う
か
、

単
独
で
別
の
旅
行
に
す
る
か
討
議

さ
れ
た
。
そ
の
後
本
格
的
に
新
年

会
が
始
ま
り
、
今
回
は
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
で
は
な
く
和
服
の
ベ
テ
ラ
ン

の
方
々
に
よ
り
宴
も
た
け
な
わ
に

進
ん
で
い
っ
た
。
津
島
猪
飼 ▲あいさつする二村組合長

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
（
伊

藤
嘉
邦
会
長
・
伊
藤
二
郎
商
店
社

長
）
恒
例
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
、

正
月
気
分
の
抜
け
切
ら
ぬ
一
月
七

日
午
後
五
時
よ
り
、
名
塑
別
キ
ャ
ッ

ス
ル
プ
ラ
ザ
「
鳳
旦
の
間
」
に
総

勢
百
四
十
人
余
り
が
参
集
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

問
屋
会
と
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ

間
柄
で
あ
る
愛
知
県
板
に
も
毎
年

お
招
き
が
あ
り
、
三
役
四
人
が
出

蕊

し
選
手
一
同

御
神
酒
を
い
た
だ
き
三
十
分
程
で

終
了
し
た
。
そ
の
後
、
歩
い
て

五
分
程
の
料
亭
魚
し
ま
に
場
を
移

し
新
年
会
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
サ

ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
㈱
Ｉ
．
Ｅ
・

Ｄ
か
ら
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科

事
典
及
び
電
子
ブ
ッ
ク
の
販
売
の

話
を
き
き
少
々
興
味
を
も
っ
た
の

だ
が
も
う
す
ぐ
子
供
が
生
ま
れ
る

｛
牙
分
で
あ
り
小
遣
い
制
の
私
に
と
っ

て
は
少
々
高
価
な
の
で
諦
め
る
こ

奪
昨

鍵

§

菰弓

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
切
り
替
え
が
上
手

な
三
河
の
衆
、
こ
れ
も
恒
例
に
な

り
ま
し
た
景
品
く
じ
引
き
や
コ
ン

パ
ニ
オ
ン
の
お
姉
さ
ん
方
と
賑
や

か
な
新
年
会
で
し
た
。

四
月
か
ら
始
ま
る
住
宅
新
法
が

建
設
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
特
に

我
々
業
界
に
〃
吉
″
と
な
る
よ
う

願
い
た
い
。
性
根
を
据
え
て
二
○

○
○
年
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

東
三
吉
田

蕊
Ｊ
識
漂
舜
潟

席
し
た
が
、
十
六
日
に
行
わ
れ
た

県
板
新
年
会
に
は
問
屋
会
三
役
を

招
き
、
相
互
交
流
と
意
思
の
疎
通

を
深
め
て
い
る
。
特
に
昨
今
の
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
発
注
の
住
宅
工
事

で
は
材
料
支
給
が
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
流
通
業
の
問
屋
会
各
社

が
外
さ
れ
て
い
る
実
情
が
あ
る
。

一
方
県
板
傘
下
の
組
合
員
は
安
い

単
価
で
取
付
屋
に
さ
れ
、
専
門
技

術
だ
け
が
利
用
さ
れ
て
い
る
事
か

望三

蕊 麓i識霧

控
え
て
お
り
技
術
、
技
能
の
愛
知

の
本
領
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。
今

年
は
辰
年
、
龍
の
よ
う
に
飛
躍
の

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
ご
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
社
長
は
、
リ
ス
ト
ラ
は
引

き
算
、
お
上
を
当
て
に
し
な
い
民

間
レ
ベ
ル
で
足
し
算
に
す
る
方
法

新
規
事
業
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
に
は

補
助
金
が
出
ま
す
し
、
新
材
料
、

新
工
法
の
開
発
が
同
時
に
進
め
ば

遅
ま
き
な
が
ら
も
足
し
算
に
移
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

内
田
社
長
は
今
後
も
努
力
な
く

し
て
は
生
き
残
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
好
不
況
に
か
か
わ
る
こ
と
な

く
独
自
性
を
持
ち
他
に
頼
ら
な
い

自
立
型
経
営
を
め
ざ
し
て
、
来
る

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
と
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
。

大
友
氏
の
乾
杯
で
宴
が
始
ま
り

毎
年
一
月
五
日
、
津
島
神
社
に

て
午
後
二
時
よ
り
一
年
の
安
全
を

願
う
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

毎
年
組
合
員
の
み
で
行
わ
れ
て
い

た
が
、
県
板
の
安
全
祈
願
も
兼
ね

吉
田
専
務
に
も
参
加
い
た
だ
い
た
。

そ
の
他
に
毎
年
同
じ
町
工
場
の
重

役
の
面
々
及
び
一
般
の
方
々
数
組

約
三
十
名
程
が
、
一
同
正
座
に
て

御
祈
祷
を
う
け
た
。
各
代
表
者
が

御
敬
い
を
う
け
、
最
後
に
全
員
が

念
玄
蕊
誠
癖
難
癖
鋸
蕊
需

鍾蕊

蕊
速
語
総
唾
畿
鮪
砦
建
舞
灘

一
月
五
日
（
水
）
毎
年
恒
例
の

東
三
板
金
工
業
組
合
の
新
年
会
が

蒲
郡
市
の
ホ
テ
ル
「
竹
島
」
に
て
、

村
上
理
事
長
、
マ
ル
サ
ン
金
属
建

材
㈱
代
表
取
締
役
社
長
鈴
木
庚
氏
、

㈱
ウ
チ
ダ
代
表
取
締
役
社
長
内
田

哲
史
氏
の
ご
出
席
を
賜
り
、
組
合

員
四
十
五
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
村
組
合
長
が
新
年
の
ご
挨
拶

を
さ
れ
昨
年
ま
で
は
暗
い
話
ば
か

り
今
年
は
二
○
○
○
年
で
節
目
の

年
、
組
合
員
全
員
の
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
れ
ば
必
ず
フ
ォ
ロ
ー
の
風

は
吹
く
前
進
し
ま
し
ょ
う
。
講
習

会
の
お
礼
と
愛
板
へ
の
新
規
加
入

者
が
一
九
名
あ
り
計
五
四
名
に
な

り
ま
し
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

村
上
理
事
長
も
昨
年
は
歪
ん
だ

政
治
に
金
融
が
目
に
付
き
ま
し
た
。

愛
知
県
は
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ら
し
い
出
来
の
施
工
図
や
バ
ケ
ツ

が
机
の
上
に
並
び
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
役
員
幹
事
に
て

審
査
を
し
、
施
工
図
の
一
位
藤
井

秀
幸
君
（
東
三
）
、
二
位
片
山
匡

裕
君
（
岡
崎
）
、
バ
ケ
ツ
で
は
一

位
酒
井
克
幸
君
（
安
城
）
、
二
位

高
柳
信
悟
君
（
岡
崎
）
が
選
ば
れ
、

二
月
十
六
・
十
七
日
に
高
知
県
で

開
催
さ
れ
る
第
二
十
二
回
全
国
建

築
板
金
技
能
競
技
大
会
に
愛
知
県

代
表
選
手
と
し
て
参
加
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

県
大
会
で
は
、
役
員
幹
事
、
東

三
支
部
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
ケ
ガ

や
事
故
も
無
く
競
技
大
会
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
城
岩
崎

ら
問
屋
会
と
の
連
携
は
よ
り
一
層

強
固
な
も
の
に
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
会
場
は
不
況
を

吹
っ
飛
ぱ
す
か
の
熱
気
に
包
ま
れ
、

若
手
担
当
者
企
画
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
大
好
評
で
過
ぎ
「
平
成

十
二
年
は
昇
龍
の
勢
い
で
」
を
合

い
言
葉
に
中
締
め
の
後
、
加
藤
副

会
長
ユ
ニ
ー
ク
な
閉
会
の
辞
で
納

め
と
な
っ
た
。

Ｓ



な
い
。
神
戸
の
方
々
、
ま
た
、
幾

多
の
災
害
に
遭
わ
れ
、
な
お
、
復

活
を
遂
げ
ら
れ
た
方
達
を
な
ら
っ

板第３４６号 平成１２年２月１５日（４）

Ｙ
２
Ｋ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
二

○
○
○
年
問
題
）
で
暮
れ
Ｙ
２
Ｋ

で
明
け
た
平
成
十
二
年
の
新
春
で

あ
っ
た
が
、
過
ぎ
て
見
れ
ば
市
民

生
活
か
ら
企
業
、
自
治
体
に
も
ほ

と
ん
ど
影
響
な
く
乗
り
切
り
、
先

ず
は
一
安
心
と
言
っ
た
所
で
有
る

が
大
騒
ぎ
し
た
程
に
は
拍
子
抜
け

と
で
も
言
う
の
か
空
振
り
に
終

わ
っ
た
感
で
あ
る
。

Ｙ
２
Ｋ
対
策
に
は
何
か
月
も
前

か
ら
力
を
入
れ
て
来
て
い
る
の
だ

か
ら
、
何
も
起
こ
ら
な
く
て
当
然

で
あ
る
。
近
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

社
会
に
変
革
し
つ
つ
あ
る
日
本
も
、

先
端
技
術
の
先
駆
者
を
誇
る
米
国

に
は
ま
だ
ま
だ
か
な
り
の
距
離
間

が
あ
る
発
展
途
上
の
一
面
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
二
○
○
○
年
問
題
で

あ
っ
た
。

し
か
し
連
日
、
日
常
生
活
に
も

関
わ
る
誤
作
動
を
予
想
し
た
マ
ス

コ
ミ
・
メ
デ
ィ
ア
各
社
の
過
大
報

道
に
は
問
題
点
が
残
る
。
世
間
に

は
心
配
だ
と
聞
く
と
や
た
ら
買
い

溜
め
に
走
る
人
が
多
い
。
中
に
は

半
年
分
も
の
水
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
な
ど
五
十
万
円
も
六
十
万
円

も
買
い
込
ん
だ
異
常
な
人
も
居
た

そ
う
だ
が
、
必
要
最
小
限
度
に
と

ど
め
よ
う
と
は
し
な
い
人
達
の
神

経
に
は
少
々
理
解
に
苦
し
む
。
何

年
か
前
、
米
不
足
で
大
騒
ぎ
し
た

事
が
有
っ
た
。
今
回
も
結
局
は
無

駄
金
を
使
っ
た
様
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
。

一
九
九
五
年
、
一
月
十
七
日
覇

午
前
五
時
四
十
六
分
、
六
千
四
百

三
十
二
人
の
命
と
多
く
の
建
物
が

失
わ
れ
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で

あ
る
。
高
速
道
路
は
崩
れ
、
ビ
ル

は
倒
壊
し
、
住
宅
地
域
は
火
災
を

起
こ
し
、
あ
た
か
も
戦
場
の
様
を

呈
し
て
い
た
。
あ
れ
か
ら
、
五
年

の
月
日
が
流
れ
た
。

今
、
神
戸
で
は
、
復
興
め
ざ
ま

し
い
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と

の
格
差
が
目
に
付
く
。
震
災
に
あ

わ
れ
た
地
区
で
、
事
業
を
営
ん
で

お
ら
れ
た
中
小
・
零
細
企
業
の
方
々

は
、
こ
の
五
年
間
を
ど
ん
な
気
持

ち
で
過
ご
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
た

だ
で
さ
え
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
不

況
の
風
が
吹
き
始
め
て
い
た
そ
の

上
に
、
こ
の
震
災
で
あ
る
。
く
じ

け
な
い
ほ
う
が
不
思
議
で
あ
る
。

だ
が
、
震
災
に
遭
わ
れ
た
人
々
は

負
け
な
か
っ
た
。
復
興
を
誓
い
、

懸
命
に
努
力
を
し
、
命
の
炎
を
燃

や
し
て
き
た
。
そ
れ
に
は
、
多
く

の
人
た
ち
の
善
意
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
労
苦
も
忘
れ
て
は
な

癖
鶴
天
災
か
ら
教
え
ら
れ
た
〃
も
の
″
騨
騨

名
古
屋
板
金
連
合
会
で
は
新
年

安
全
祈
願
祭
後
に
第
三
回
支
部
長

会
を
開
催
。
新
年
度
の
総
会
の
日

取
り
を
検
討
し
た
。

出
席
役
員
と
県
板
村
上
理
事
長
、

吉
田
専
務
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
お

聞
き
し
て
四
月
八
日
の
土
曜
日
午

Ｉ
名
古
屋
板
金
連
合
会
ｌ

平
成
十
二
年
総
会
を
四
月
八
日
に

名
城
会
館
で
開
催

誤
作
動
に
よ
り
電
気
や
水
道
が

何
日
も
届
か
な
い
な
ど
、
今
の
技

術
や
体
制
か
ら
考
え
ら
れ
な
い
事

で
あ
る
。
十
人
十
色
で
一
部
に
は

真
面
目
に
受
け
取
っ
て
し
ま
う
人

も
い
る
の
だ
ろ
う
。

で
も
別
の
見
方
を
す
れ
ば
必
要

以
上
の
買
い
溜
め
を
し
て
「
自
分

さ
え
よ
け
れ
ば
と
か
自
分
の
家
庭

が
困
ら
な
け
れ
ば
」
の
発
想
で
あ

る
と
し
た
ら
個
人
主
義
の
エ
ゴ
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｙ
２
Ｋ
は
地
震
災
害
や
台
風
災
害

と
は
ま
っ
た
く
違
う
事
が
理
解
出

来
な
い
の
は
情
け
な
い
限
り
。

さ
て
、
景
気
低
迷
売
上
げ
伸
び

悩
み
の
中
で
、
願
っ
て
も
な
い
恩

恵
に
預
か
っ
た
の
が
、
弁
当
屋
、

貸
ふ
と
ん
業
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン

ピ
ニ
な
ど
、
千
載
一
偶
の
大
チ
ャ

ン
ス
で
あ
っ
た
。
何
が
吉
と
出
る

か
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
」
で
あ
る
か
ら
、
何

時
起
こ
る
か
解
ら
な
い
地
震
災
害

な
ど
に
対
し
て
は
十
分
な
備
え
と

注
意
が
肝
心
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
益
々
高
度
化
し
て
行

く
情
報
化
社
会
に
生
き
る
も
の
に

と
っ
て
、
情
報
伝
達
は
重
要
な
役

割
を
示
す
が
情
報
量
に
振
り
回
さ

れ
な
い
よ
う
自
分
に
有
利
な
も
の

を
整
理
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
大

き
な
課
題
に
な
る
。

一
月
二
十
七
日
附
晴

三
四
六
号
編
集
会
議

委
員
十
五
名
出
席

安
城
市
内
出
張
会
議

扇
一
厘
固
一
園

愛

て
、
前
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
思

一
つ
Ｏ

知
立
吾
藤

ら
な
い
と
思
う
。

そ
の
年
の
夏
に
、
中
国
自
動
車

道
を
通
っ
た
時
の
事
で
あ
る
。
神

戸
地
区
と
は
反
対
側
で
あ
っ
た
が

壊
れ
た
屋
根
に
張
ら
れ
た
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
が
、
川
の
様
に
緩
い
カ
ー

ブ
を
描
い
て
流
れ
て
い
た
。
直
下

型
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
見
せ
つ
け

ら
れ
た
想
い
が
し
た
。
そ
の
時
は

わ
ず
か
ば
か
り
の
義
援
金
と
震
災

に
遭
わ
れ
た
方
々
の
復
興
を
祈
る

気
持
ち
だ
け
で
自
ら
を
納
得
さ
せ

て
き
た
。
そ
の
後
も
、
台
風
に
よ

る
大
雨
で
川
の
氾
濫
翻
山
崩
れ
、

ま
た
日
本
海
で
は
ナ
ホ
ト
カ
号
の

沈
没
に
よ
る
原
油
流
出
、
漂
着
と

天
災
は
続
い
た
。
ま
さ
に
世
も
末

か
と
思
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
人
々

は
耐
え
て
き
た
。

思
え
ば
、
我
々
の
父
の
時
代
詞

敗
戦
の
傷
跡
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と

必
死
の
思
い
で
努
力
を
し
、
今
日

の
基
礎
を
築
い
て
き
た
。
そ
の
血

が
彼
ら
の
内
に
流
れ
て
い
た
。
そ

の
血
を
受
け
継
い
で
い
る
我
々
も

こ
の
不
況
に
負
け
る
訳
に
は
い
か

後
か
ら
、
昨
年
同
様
名
古
屋
市
北

区
の
名
城
会
館
で
開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
の
で
、
組
合
員
の
一

人
で
も
多
く
の
出
席
を
お
ね
が
い

し
た
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日

の
三
役
会
に
は
か
り
お
知
ら
せ
す

る
。
鷲
見

加
日
新
年
会
。
ｎ
年
度
事
業

報
告
及
び
皿
年
度
事
業

予
定
組
合
員
鴎
名

夫
人
５
名

岡
崎
支
部

別
日
役
員
会
（
２
月
加
日
支

部
総
会
準
備
）

型
日
役
員
会
（
総
会
打
合
せ
・

役
員
慰
労
）

碧
南
支
部

週
日
役
員
会
（
組
合
費
値
上

げ
に
つ
い
て
）

蛇
日
支
部
総
会
・
太
子
講鯛
名

知
立
支
部
別
日
定
例
会
５
名

刈
谷
支
部

岨
日
役
員
会
（
支
部
総
会
に

つ
い
て
）
９
名

豊
田
支
部

過
日
第
８
回
役
員
班
長
会

鯛
日
青
年
部
新
年
会

西
尾
支
部

皿
日
役
員
会
肥
名

四
日
青
年
部
総
会
別
名

肥
日
支
部
第
妬
回
総
会
釦
名

東
三
支
部
５
日
定
例
会
Ⅳ
名

５
日
新
年
会
妃
名

廻
日
役
員
会
（
県
板
新
年
会

に
つ
い
て
）

辿
日
青
年
部
定
例
会

肥
日
県
板
新
年
会
担
当

狐
日
三
役
会

１
月
各
支
部
の
動
き

名
古
屋
板
金
連
合
会

８
日
新
年
安
全
祈
願
祭

熱
田
神
宮
田
名

昭
和
支
部

旭
日
月
例
常
会
避
名

千
種
支
部

過
日
会
合
（
今
年
度
の
活
動

に
つ
い
て
）

中
支
部
９
日
南
宮
大
社
参
拝
・
支
部

新
年
会
ｎ
名

熱
田
南
支
部

巧
日
新
年
初
定
例
会

別
日
青
年
部
新
年
会

中
村
支
部

肥
日
新
年
懇
親
会
皿
名

尾
張
板
金
連
合
会

肥
日
定
例
会
過
名

瀬
戸
支
部
Ⅳ
日
定
例
会
８
名

江
南
支
部
７
日
新
年
会
Ⅳ
名

迅
日
月
例
会
５
名

小
牧
支
部

釦
日
セ
ミ
ナ
ー
後
集
会
食
事
ｎ
名

津
島
支
部

５
日
津
島
神
社
御
祈
祷
・
新

年
会
肥
名

春
日
井
支
部

鋤
日
新
年
会
羽
名

西
春
支
部


